
第１３回臨床教科教育学セミナー２０１４のご案内
臨床教科教育学会会長 西川 純 

第 13回セミナー実行委員長 桐生 徹

１ 主催 臨床教科教育学会 

２ 後援（予定） 文部科学省，新潟県教育委員会，上越市教育委員会 

３ 期日 平成２７年１月１０日（土） 

４ 会場 上越教育大学（〒 943-8512 上越市山屋敷町１番地）

５ 日程（予定 発表人数等により変更する場合があります。） 

８時３０分～ ９時００分 受付 

９時００分～１１時４０分 自由研究発表１ 

１１時４０分～１２時２０分 昼食，休憩（学生食堂が営業しています。） 

１２時２０分～１２時５０分 ポスター発表(上越教育大学２０２教室) 

１３時００分～１４時３０分 基調講演，質疑応答(上越教育大学２０２教室) 

１４時４０分～１６時００分 自由研究発表２ 

１６時００分～１６時１０分 閉会行事（各会場で） 

１６時３０分～１８時００分 懇親会（学生食堂） 

６  基調講演 

   講 師：文部科学省 高等教育局 大学振興課 教員養成企画室長 佐藤 弘毅 様 

   テーマ：学校現場に役立つ教育研究のあり方(仮) 

   ※ご講演の後，会場からの質疑応答を考えています。 

７ 自由研究発表申し込み 

（１） 研究発表は，自由研究発表のみとします。 

発表者は，原則的に会員となります。会員については，本年度までの学会費を11月28日（金）までに納入していることが要件

です。新たに学会に入会し発表される方は，発表申し込みと並行して次の臨床教科教育学会事務局に入会手続きをお取り下さ

い。 

本学会ホームページ（ http://www.rinkyokyo.com/）上にある“入会手続き”に，入会手続きの詳細を記載しています。

（２） 自由研究発表 及び 発表予稿集の原稿送付方法 

発表を希望される方は， 発表の申し込みと同時に発表予稿集の原稿も送付してください。申し込みの書式は自由ですが以下

の事項をお書きください。発表予稿集の原稿の形式は「15 発表予稿集の原稿の形式」をご参照ください。11 月 28 日（金）必着に

て電子メールでご連絡ください。なお、発表時間等に関するご要望等については、対応できませんのでご了承ください。 

①「発表者氏名」 

②「発表題目」 

③「発表者所属」 

④「発表者連絡住所」 

⑤「発表者連絡先電話番号」 

⑥「発表者連絡電子メール」 

⑦「懇親会参加の有無」 

⑧「発表原稿」は添付してください。（ワードまたは一太郎） 

※ 当日は発表１５分，質疑５分（移動時間含む）で行います。 

８ ポスター発表申込み 

(1) ポスター発表は，基調講演のテーマ「学校現場に役立つ教育研究のあり方」に関する事例研究等となります。 

発表申し込み・発表予稿集の原稿送付先 

電子メールアドレス：mizuochi@juen.ac.jp  上越教育大学  水落 芳明

件名：発表申込・臨床教科教育学セミナー 

mailto:mizuochi@juen.ac.jp


ポスター発表者は，自由研究発表にも申し込むことはできますが，原則的に会員でなければなりません。ポスター発

表者は，発表セッションの時間帯は，ポスターの前で説明及び討論に従事しなければなりません。インターネット環境

並びに電源はありませんので，必要な場合は，各自でご準備ください。 

 (2) 申込み原稿提出 

 ポスター発表を希望される方は，発表の申込みと同時に発表予稿集の原稿も送付してください。申込みの書式は自由

ですが，自由研究発表の申込み同様の事項をお書きください。また，発表予稿集の原稿は，「16 ポスター発表の形式

と発表予稿集の原稿の形式」をご参照ください。11月28日(金)必着にて電子メールでご連絡ください。 

(3) 注意事項 

・パネルのサイズは幅90 cm、高さ180 cm です。ポスターはこの大きさに入るサイズでお願いします。 

・準備作業は，当日昼食の間に行ってください。撤収は16時10分までにしてください。 

・電源はありません。ポスター，貼付用のピン、セロテープは各自ご用意ください。 

９ 参加申し込み方法 

参加を希望される方は，12月８日（月）までに電子メールでご連絡ください。書式は自由ですが, 以下の事項をお書きください。（当

日受付も可能ですが，人数把握のため，できるだけ，〆切日までに申し込んでください。） 

①「参加者氏名」 

②「参加者所属」 

③「参加者連絡住所」 

④「参加者連絡先電話番号」 

⑤「参加者連絡電子メール」 

⑥「懇親会参加の有無」 

⑦「臨床教科教育学会員所属の有無」 

 

 

 

 

10 参加費 

大学生：無料（資料なし） 

資料を希望される場合は資料代１，０００円。 

学会員：１，０００円（平成26年11 月28日までに学会費等を納入し、入会手続きが完了していること。） 

非学会員（大学院生，一般）：２，０００円懇親会費：３，０００円 

11 派遣申請 

派遣申請書をお求めの方は，「派遣者氏名」，「宛先」を明記の上，セミナー２０１４実行委員会まで電子メールか郵送

のいずれかにてご連絡ください。なお，こちらで旅費等の負担はできません。 

12 問い合わせ先 

臨床教科教育学セミナー２０１４ 実行委員会 電子メール：mizuochi@juen.ac.jp 
詳細が決定し次第，最新情報をホームページ上に掲載いたします。アドレス：http://www.rinkyokyo.com/ 

13 交通・宿泊案内 

(1)交通機関 

ＪＲ利用の場合は，信越本線の高田駅または直江津駅から「教育大学行き」のバスがでています。 

バスの時刻表：頸城自動車ホームページ http://www.marukei-g.com/kubikibus/ 
タクシーですと「高田駅」から約 10 分，「直江津駅」から約15 分（約 2,000 円）かかります。 

(2)宿 泊 

ＪＲ直江津駅および高田駅周辺に複数のビジネスホテルがあります。各自でご予約をお願いします。 

14 セミナー２０１４実行委員会 

〒 943-8512      上越市山屋敷町 1 番地   上越教育大学 

実行委員長  桐生 徹 

実行委員   水落芳明，赤坂真二，瀬戸 健，松沢要一，佐藤多佳子 

吉田英男，平野雄介，外山良史，大島崇行，福島佳之，莅戸 碧 

発表申し込み・発表予稿集の原稿送付先 

電子メールアドレス：mizuochi@juen.ac.jp  上越教育大学  水落 芳明 

件名：発表申込・臨床教科教育学セミナー 

 

mailto:mizuochi@juen.ac.jp
mailto:mizuochi@juen.ac.jp


15 発表予稿集の原稿の形式 

（原稿例） 

○○条件の提示による○○時の○○概念の意識変容に関する研究 

 

○臨   床介（○○大学大学院） 

投稿 例子（○○大学） 

（rinkyokyo@rinkyokyo.com） 

要約 

 本研究の目的は，次の３点である。第１は，各教科における○○を取り入れた授業についての教師の

意識を明らかにすることである。第２は，既習前に○○条件（○○的○○を生じさせる条件）の提示に

よる○○効果，○○効果（○○度と○○的影響）を意識変容から検討することである。第３は，既習前

に○○条件を提示することが，○○として機能するか検討することである。その結果，次のことが明ら

かになった。 

 

キーワード：学び合い，人間関係，意識変容 

 

Ⅰ 問題の所在 

 最近の○○教育では，基礎基本の定着を図る

とともに，主体的に問題解決できる能力が求め

られている。特に後者の点については，学習者

に○○がおかれる○○的○○が○○される授業

を構築しなければならない。現在まで，○○的 

○○が生じることにより○○的○○がなされ， 

○○効果につながる例が多く報告されている。 

○・○○(1994)は，○○概念を通して○○提示

における概念変容の研究を行った１）。それに

よると，事象をうまく○○できないときに○○ 

的○○が生じ，その○○のために概念変容が起

こると捉えている。つまり，概念○○○○であ

る。 

 

Ⅱ 研究目的 

 本研究では，○○を解明することを目的とす

る。 

 

Ⅲ 研究方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用文献 

１）○○・○○：「○○提示における生徒の概

念の変容－○○を事例とした○○概念に関して

－」, ○○学会研究紀要，Vol. ○○，1994. 

 

 

 

 

注意事項 

注意事項 

１．原稿はＡ４版２枚とする。 

２．タイトルはゴシック体１４ｐｔ太字で，中

央寄せにする。 

３．研究者名（所属校名）は明朝体１２ｐｔで

右寄せにする。共同研究者，連絡先のアドレ

スについても同じ。 

４．要約は簡潔にまとめ，１行開けてキーワー

ドを５語以内とする。１行開けて見出しを書

き始める。 

５．見出しはゴシック体１０．５ｐｔ太字で，

前文との間を１行開ける。 

６．本文は２段組，文字数２２字，行数４３行

とし，明朝体１０．５ｐｔで仕上げる。 

７．余白は上下２５ｍｍ，左右２０ｍｍとす

る。 

８．各引用箇所には，1)，2)，3)の順に右上付

けで，番号を入れる。 

注意事項 

著者名：「論文名」，雑誌名，巻，頁，発行機関

または発行所，発行年. 

著者名：「単行本」，頁，発行所，発行年. 



16 ポスター発表の形式と発表予稿集の原稿の形式 

(1) パネルのサイズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ポスターの形式 

 ・(1)のパネルに収まる大きさの発表原稿を，ポスター発表者がご用意ください。 

  

(3) 発表予稿集の原稿の形式 

 自由研究発表のための「15 発表予稿集の原稿の形式」に，準じます。ただし，本文はなく，必要な

内容は，以下の通りです。 

   ・タイトル 

・研究者名(所属名)，共同研究者，連絡先のアドレス 

・400字以下の要旨 

・キーワード 

 

高さ 180㎝ 

幅 90 ㎝ 


